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なくなり 生育している個体の生体重や茎数 葉数の値が空気を送らない時に比べて大になった これらの
結果から冠水抵抗性の系統間差異の原因を考察した




亜科 Ophiopogonoideae のジャノヒゲ Ophiopogon
japonicus Ker. とジャノヒゲ品種のチャボリュウノヒゲ
O. japonicusKer. Nanus が 冠水下でも長期間 +年
以上 生育できることが報告されている ジャノヒゲ属は
ヤブラン亜科に属し 近縁の属に造園緑化にも多く利用
されているヤブラン属 Liriope がある またジャノヒゲ
属 Ophiopogon にはノシラン O. jaburan Kunthe













ラン Liriope platyphylla とジャノヒゲ属のノシラン
Ophiopogon jaburan ジャノヒゲ O. japonicus オオ
バジャノヒゲ O. planiscapus チャボリュウノヒゲ O.
japonicus Nanus 以降チャボリュウと略す の ,属 .
種 +栽培品種 計 /系統を用いた
関東近郊の同一場所でポット苗商品として栽培されてい
たものを +331年 /月に入手し それぞれ目的とする実験
に用いた
 方 法
ヤブラン亜科の ,属 .種 +栽培品種の冠水抵抗性を比較
する目的で 水耕栽培によって葉茎部と根系部の計測を定
期的に行った






区 次に自然条件下の土中には ある程度の酸素 気相
も存在するので 前述の冠水区の水中にポンプで空気を送






プ 吐出量 .- l分吐出圧力 *.+,kgcm,を使用し実験
中は常に稼動した
各区に +*個体の実験供試植物を金網に固定して これ
を +,* lのポリ容器に設置した 写真 + , 実験区は東京
都世田谷区にある 0階建ての建物の屋上に置いた 実験は




実験区を設定してから -週間に +度 -0週間続けて供試
植物の生育状態を外部形態によって比較するために 生存
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根数 新根数を測定した 図 + なお根数には 新根数も
含む
生存率とは 測定時における +*個体当たりの生育個体





た 例えば 総葉長であれば 実験開始時に +* cmであっ
たものが測定時に +/ cmになった場合 その値は +./とな
る 計測中 葉茎部が全て無くなった段階 総葉長 * cm,




全測定結果を図 , -に示し測定項目ごとに /系統間で






枯死する個体は -0週後でも約 /割で ジャノヒゲとチャ
ボリュウは全個体が生育していた一方冠水エア区では -0
週後でもヤブランは約 -割 オオバジャノヒゲは約 0割生





写真 , 実験供試植物 チャボリュウ を金網に固定してい
る状態

























対照区 浸水エア区 では チャボリュウ ヤブラン
オオバジャノヒゲは実験開始時よりも減少し ノシランと
ジャノヒゲは増加した しかし冠水区 冠水エア区では全















区 浸水エア区 で大になり 冠水エア区と冠水区で少な
くなった
 根 数





















区 と冠水区とを比較した結果を表 ,に示す 表 ,に示す

















の測定項目を比較すると 茎数 葉数 総葉長はジャノヒ













































































を除く生存率 生体重 茎数 葉数 総葉長 根数 新根
数の減少量が 冠水区に比べて冠水エア区の方が小さかっ
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Comparison of Resistance to Overhead Flooding
of Five Strains Belonging to Ophiopogonoideae
(Liliaceae)
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Summary : It is known that Ophiopogon japonicus plants are able to survive in areas that remain
ﬂooded for long periods. In this study, we investigated di#erences in resistance to overhead ﬂooding
of ﬁve strains, all related species of Ophiopogonoideae in the Liliaeae, based on survival rate and
measurements of number of leaves, roots, sprouts, and leaf length. Resistance to overhead ﬂooding
was shown to be in the following order : Ophiopogon japonicus, O. japonicus ‘Nanus’, O. jaburan, O.
planiscapus and Liriope platyphylla. In O. planiscapus and L. platyphylla plants, their resistance to
overhead ﬂooding was lower, and they were found to survive better if the water was aerated. It has
been suggested that the di#erence in resistance to overhead ﬂooding is related to the morphology of
the leaves or roots.
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